
通し
番号 内容 評価

1
学力向上プラン「目指す姿（授業）」をイメージして、
授業を行い、学力の向上を図っている。
★【学校研究の視点】

4→５人

2
学力向上プラン「目指す姿（基盤）」を達成できるよ
う、取組を理解し実践している。
★【学校研究の視点】

4→５人

3
タイムマネジメントを意識して、授業改善に取り組
んでいる。（算数科【数学的な考え方】においては、
3問完結）

4→２人
3→３人

4 ICTの効果的な活用と板書とのバランスを考え、児
童の学力向上に努めている。

4→４人
3→１人

5

『家庭学習の手引き』等を活用して家庭学習の内
容，方法等について具体的に指導し，児童が何を
どのようにすればよいのかを明確にして，家庭学習
の定着に努めている。

4→３人
3→２人

6 『うかわっ子の学習ルール』をもとに，全校一致して
指導にあたっている。

4→５人

7
『模擬授業』，『授業目標』，「校内研修サポート事
業」,「要請訪問」，『校内ショート研修』の活用等によ
り，授業力の向上が図られている。

4→４人
3→１人

8
児童理解の会での共通理解と共通指導の徹底，
人間関係づくりに関する校内研修会の開催等によ
り，児童のよりよい人間関係の構築に努めている。

4→２人
3→２人
2→１人

9
道徳の授業では，学校行事や特別活動，実生活等
との関連付けをしながら，道徳的な実践力が高ま
るように努めている。

4→２人
3→３人

10 『体力アップ1校プラン』，『スポチャレ』等による体
力向上の取組を計画的に行っている。

4→２人
3→３人

11
地域の素材を元に学習活動や海洋教育を行った
り，地域の人材を活用したりして，『ふるさと学習』を
積極的に展開している。

4→２人
3→２人
2→１人

12
避難訓練や防災訓練等を通して，非常変災発生時
の緊急行動，避難行動の仕方等を理解し身に付け
ることができている。

4→５人

13 最終退校時刻（19:00）を意識し、業務改善に努め
ている。

4→３人
3→２人

14 定時退校日（原則第3水曜日）を守るよう努めてい
る。

4→４人
3→１人
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15 4教科の単元末テストで，当該単元の目標通過
率（80％以上）を達成できている。

4→２人
3→３人

4教科『単元末テスト』の点数の
平均値

80％以上達成がクラスで
　57人中
国語（49）人　算数（49）人
　37人中
社会（35）人　理科（34）人

16 『漢字テスト』において，各学年の目標通過率
（90％以上）を達成できている。

4→４人
3→１人

年間3回『漢字テスト』の点数
90％以上達成がクラスで
（　52　）人

17 『計算テスト』において，各学年の目標通過率
（90％以上）を達成できている。 4→５人 年間3回『計算テスト』の点数

90％以上達成がクラスで
（　52　）人

18 校内『活用力問題』で，当該学年・当該教科の目標
通過率を達成できている。（目標通過率60％）

4→３人
3→２人

1，2学期末『検証問題』の成績
７月・・・５３％
12月・・・６５％

19 『読書冊数年間100冊以上』等の啓発活動におい
て，目標値を達成できている。

4→１人
3→４人

1，2学期末の読書記録等，学校全
体としてのデータをもとにする

１２月末時点で
　７５冊以上・・３５人
　達成率・・・・６１．４％

20 地域資源（人材・施設・歴史・自然）活用した授業づ
くりを行っている。

4→３人
3→１人
2→１人

学期に１回以上の教員の割合 （　3.2　）回実施した

【記述欄】

・３学期は道徳や社会でもふるさと学習に取り組む計画を立てる。

◎週単位で計画を立て、その日にするべきことを決めながら取り組んでいる。
△守ることができない日もある。
・最終退校時刻を意識はしており、業務改善も行っているが、19：00を過ぎる時がある。
・優先順位を決めるなど、計画的に仕事を進めていく意識をしている。

・冬休み中にできることに集中して取り組み、守れる日を増やせるようにす
る。
・今後、19：00に帰ることができるようにしたい。
・継続していく。

◎週単位で仕事の計画を立て、定時退行校日に急ぎの仕事が出ないようにしている。
△毎回守るのは難しかった。
・水曜日に定時退校日が設定されている。水曜日は週予定表を作成する日なので、早めに声かけを
行ったり、火曜日に木曜日の準備をしたり、定時退校を守るように努めている。

・努めているだけでなく、実際に定時退校できるようにしたい。
・継続していく。

評価の根拠 今後に向けて

・下位層の引き上げを行う。年度末に繰り返し問題を解かせたり、説明をさ
せたりして定着を図る。
・特に算数においては、前学年の内容も含めて基本的な内容を忘れている。
帯タイムなどで練習していく。
・短い時間で個別指導を行うことも必要。

・前学年の漢字も含めて定着を図っていく。

・基本的な問題は確実に素早くできるように練習していく。

・どんどん授業で問い返していきたい。
・問題の出し方が新しくなると、考えの見通しをもつことが難しくなる。既
習を複数結びつける問題にいろいろ取り組んでいく。
・新しい形式の問題に弱い。いろいろなパターンの問題に当たるともに考え
方の指導を行う。

・月１回、読書冊数を知らせ、意識させる。
・読書週間の取り組みや図書委員の活動を行い、啓発活動を続ける。

・多くの分掌を持ち合わせている中で、あれもこれもは難しい。それなりのことしかできないが、
一応やっているつもりである。
・授業はじめの準備運動として８の字や長なわに取り組んでいる。
◎児童は記録の更新を目指して取り組むことを楽しんでいる。
・授業の準備運動としてスポチャレに取り組み、４０ｍ走と8の字のチャレンジのゴールドを達成で
きた。
・８の字跳びを中心に取り組んできた。

・来年度も体育の分掌は分担してやるのが良いと思います。（体育的行事）
・記録の更新やクラス全員で取り組む楽しさを大切に続けていく。
・授業の準備運動としてスポチャレに取り組み、４０ｍ走と8の字のチャレン
ジのゴールドを達成できた。
・４０メートル走にも取り組む。

◎総合でたくさんの地域の方に協力していただくことができた。
◎生の声を聴いたり、見学に行ったりすることで子どもたちの学びが積極的になり、地域への思い
も深まった。
・「いしる」について、講師を招いて海洋教育を行った。また、遠足などでも「うみとさかなの科
学館」「遊覧船」に行き、海のきれいさとイカの漁獲量の多さを実感した。
・あまりできなかった。

・しようと思う案はあっても、授業時数が多くてそこまで手が回らないこと
も多い。
・３学期は道徳や社会でもふるさと学習に取り組む計画を立てる。
・3学期は矢波の鯨伝説について調べ予定である。
・計画的におこなっていく。

・年間を通した振り返りシートはとても良かったです。
◎訓練を繰り返すことで、児童がすべき行動を自分で考えられるようになった。
◎ふり返りにもしっかり取り組んだことで、身に付けることができた。
・各種訓練の際に事前指導と事後指導を行った。理解をすることができた。
・回数を重ねるごとによくなってきた。

・来年度も年間を通した振り返りシートを活用しましょう。
・安全な行動について、普段から指導するようにする。
・3学期は予定がないが、朝の会などで、ときどき避難行動の確認を行いた
い。
・日ごろから防災意識を高める。

授業力の向上に繋がっていると思います。
◎模擬授業や校内研によって、学校研究の具体的な取組を理解することができた。
・模擬授業の目的を明確にし、取り組んでいる。今年度において、可能な限りの活用を行い、授業
力の向上に図られている。
・3学期に行う研究授業において、授業力の向上につながるようにする。
模擬授業では、自分が思いつかない考えや捉え方が知ることができ、普段の授業実践にも生かして
います。

・ICTの研修はまだまだ必要であると思われる。
・３学期の研究授業で授業力の高められるよう、準備したい。

・困ったり、判断に迷う場合は、すぐに話せる環境にあるので、良いと思う。
◎児童の様子についての共通理解ができている。
◎細かなことまでサーバー上に記録を残すことで、変化をみることができるようになっている。
・毎月の児童理解では、共通指導の徹底が行われている。
・なかよしアンケートの結果以外の事案も共通理解できているので、共通指導につながっていると
思います。

・特に気になる子以外は、取り扱わずに文字を後で読んでもらう程度でよい
と思います。伝えていることが、現状把握の時間が多いので、支援策を話し
合う会にした方が良いかなと思います。
・３学期いじめ対応アドバイザーを招いての研修会でも先生方が必要と感じ
る研修を具体的に行えるように計画したい。
・今後、児童間のつながりを意識して、児童理解の会を行う。
今後も学校全体で児童を見ていく。報連相をしっかり意識、実践する。
・担任として今後に向けてどうしていくか、考えてはいるが、ほかの先生、
特に養護教諭やスクールカウンセラーがどのように関わっていくか、児童理
解の会の中で決められたらよい。

努めているけれども、どの程度できているかは測定できないので難しい。
◎生活と結びつけた話し合いができている。
◎「今までの自分」と「これからの自分」についてふり返りで考えることができている。
・毎回、身近になるように具体例を挙げて考えている。また、自分を振り返って思いを書いてい
る。
・学校行事や特別活動との関連はうまくいっているが、実生活（家庭）との関連が弱い。

・継続して実生活と関連した話をしていますが、道徳の授業がやはり難し
い。
・続けて生活と結びつけた授業を行えるようにする。
・学校生活以外の場面で、これまでの経験やこれからの経験と結び付けてい
くためにはどうすればよいか考える。

・使えるところは使えている。
・スクラッチはまだまだ既定のプログラム以外は使えないのがもどかしい。
◎導入でＩＣＴを活用することで、素早く問題把握をさせたり、児童の関心を高めたりすることが
できている。
・大切なことは板書に残すようにしている。
・動く物についてはＩＣＴを利用し、残して置きたいときや思考過程が見えるようにする時は板書
を利用している。また、板書で説明するかＩＣＴを使って説明するかを児童自身が選択していると
きもある。
・児童のノートやプリントの写真をモニターに映したり、画面スケッチで書き込んだりした。デジ
タル教科書のツールも多く取り入れた。残しておきたいものは板書するなどした。
・新しく入ったクロームブックを使って授業を行ってみたが、操作性の把握と子供たちへの説明に
時間がかかったので、教師も子供も使い方に慣れる必要がある。

・GIGAスクール構想のタブレット端末の利用が３学期にどこまでできるか試
したい。
児童のタブレットを活用した授業も行ってみて、効果的な使い方を考える。
・必要に応じて使い分けを行う。
・何をモニターで何を板書に残すかを考える。
・モニターと板書のどちらを見ればよいか迷わないように、工夫する。
・触らせる機会を増やす。

◎その日に学習したことを宿題にすることで、定着を図っている。ほとんどの児童がしっかり取り
組んでいる。
△自学ノートの取組頻度や内容には個人差が大きい。
・宿題の説明を行っている。ほぼ毎日全員の児童が宿題をしている。また、自学を進んで行う児童
が増えてきた。
・家庭学習の様子を児童に直接聞くなどして、実態把握を行なった。自学ノートの内容について
は、児童のノートからお手本を示し、意欲づけを行った。
・基本の宿題をしたうえで、あまった時間で自学に取り組むという形が徐々に定着してきた。

・ゲーム時間を減らす策を学校全体で講じることも必要かもしれない。
・自学ノートの散る組み方を再度教えたり、友だちのノートを見合ったりす
ることで、どのように取り組めばよいか伝えていく。
・自学ノートの内容にもこだわっていく。
・宿題＋自学というところまで手が出せるように支援していきたい。

◎守ろうと友だちに声掛けする児童がいた。
◎ルーズになっている時には、朝の会帰りの会や学活で話をし、常に意識できるようにした。
・ルールがあいまいになっていると判断したとき、児童と一緒にルールの確認を行っている。
・適宜、確認や指導をしています。

・曖昧な部分は、終礼等で話してすぐに解決すればよいと思います。
・学期はじめは特に丁寧に守れているか確認する。
・今後も続ける。
・継続して、確認や指導をする。

・式と図を繋げられるように問い返しを行っている。
◎直感的に立式して答えを出していた児童が、図や言葉と結びつけて考えよう、説明しようとする
ことができるようになってきた。
◎既習をもとに見通しをもって問題に取り掛かることがほぼ全員できるようになった。
・問題文と式、図をつなげての説明を行っている。児童自身が自ら図を使っている。
・図と式、言葉を使って考え、説明しようとする児童も増えてきたが、説明となると難しい児童も
いる。
・説明の際に、キーワード（算数用語など）を示して使うように促した。
・考える際には、言葉や式だけで、進めるのではなく、図に戻ってみたり、図でいうとどういうこ
とか、図に戻って考えるようにしている。
・まだまだ題意の把握がすんなりいく児童と、なかなかわからない児童の個人差がある。

・説明できるようにして、自分一人の力で解けるようにしていきたい。
・原勤問題においては、見通しをもつことができない児童もいるので、様々
な問題で取り組みながら力を伸ばしていけるようにする。
・後期学力向上プランをもとに授業改善に努める。
・式と図の整合性を確認する。うまく説明できない児童には、算数用語の提
示を継続的におこなっていく。
・全体で課題は悪をした後に、問題把握を困難とする子にどう個人指導をし
ていくか、または、ヒントカードなど小道具を出していくか考える。

・各月の代表者に学習リーダー分担させ、全員が進行できるように話し合っている。子どもたちだ
けで深めることは難しいが、問題を解決していく流れはできてきている。
◎学習リーダーが友だちの反応を見ながら進められるようになってきた。（分からないところをな
くす話し合い）
◎自分から質問して話し合いに参加する児童が増えた。
・児童同士の対話できるような用語の徹底や学習リーサーの育成を行い、児童同士で対話できるよ
うになってきた。
・学習リーダーがわからない児童や途中まで考えた児童から指名することが身についてきた。
・徐々に話し合いの仕方について身についてきた。
・話し合いの仕方がわかった分、もっとはなしたいという欲求がでてきたのか、話している子がい
るのに途中で口をはさんでしまう子がいる。

・色んな教科で塾則５タイムを波及させて、児童相互に学びを進められるよ
うに実践していきたい。
・全員が話し合いに参加できるよう、続けて取り組んでいく。
・後期学力向上プランをもとに授業改善に努める。
・どの程度できるかを把握し、どのくらいできればよいか目標を決める。話
し合いの視点をより明確にする。
・何か気になることがあっても最後まで聞いたうえで、質問なり、反論なり
するように指導する。

・３問＋振り返りをチャイムが鳴るまでにしようと試みている。まだ時間内に入らない時もある
が、意識して取り組んでいる。
◎導入を７分台で行うことと、話し合いの慣れによって１学期より３問完結できることが増えた。
△ふり返りや最後の適用問題が４５分はみ出すこともある。
・課題をつかむ場面の流れをパターン化することにタイムマネージメント行うことができた。
・算数においては、授業をいくつかにパターン化することで、児童の学習活動がスムーズにいっ
た。
・題意の把握を７分間で行う意識を持って授業に臨み、概ね達成できた。
・なるべく３問をめざしているが、時間が間に合わずに、３問目は教師が黒板に書いた適用問題を
「これ分かる人」と聞いて説き方を説明してもらって終えることもある。

・題意の把握までに必要な観通しで、考えさえることと指導者が与えること
の区別をつけることがまだまだ不十分なので、色々試したい。
・導入の工夫と視点を絞った話し合いによって、タイムマネジメントを図っ
ていく。
・今後も指導を続ける。
・題意の把握を７分間で行うために何が必要か考える。
・全員が適用問題をしっかり考えられる時間をとる。
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評価⇒　　４:あてはまる　　３:だいたいあてはまる　　２:あまりあてはまらない　　１:あてはまらない

●「Ｒ2年度　第2回学校評価自己評価」のための評価資料①（アンケート）

現在の取組状況 今後に向けて


